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(海外報告)

海外会員 党 晟

この二三年 間,中 国では現代化実現のための新 しい経 済政策 の遂 行 につ なが

って,デ ザ イ ンに対す る関 心 も益 々高 まる一一方 です。 ここで,こ の こ とにっ

いて,ほ んの わず かな例 をあげるの にす ぎないのです が、報 告 させ ていた だ

きたい と思 い ます。

まず,多 くのデザ イ ン学 会 が結成 され,こ れ らの学会 の企 画 によって,大

規模 な展 覧会 が しば しば開催 され ることは この新 しい気運 をもっ とも端 的 に

示 して い るのです。例 えば,去 年 の末 頃西安 で開 かれた 「全国包装 ・広 告展

覧会」は,パ ッケー ジデザ イ ン,ポ ス ター,テ レビコマー シャル,商 店の外装

な ど,そ れぞ れの ジ ャンルの作品 およそ千点以 上 を一堂 に集 めたかつ てなか

った盛 大 な る企 てだけで な く,テ レビのよ うなマ スメデ ィアの利用,新 聞 ・

雑誌 広告 のよ うな この 二 ・三十年間中国 で姿 の消 えたものの再登場 など注 目す

べ き点 が あっ て,中 国の デザ イ ンの新 しい出発 点 を象徴 す る出来事 で は ない

かとい う印象 を人 々 に与 えたほ どです。 商業デザ イ ンば か りで な く,プ ロダ

ク トデザ インやイ ンテ リアや服飾 デザ インなどの面 で も活発 な動 きを見 せ ま

す。 とくに,服 飾 デザ イ ンに関 しては,「 ブル ジョア生活様式 の宣揚」 と見

な され る恐れ が あったの で,十 年 ぐらい前 だった ら,中 国 では おそ らくだれ

で もその領域 に足 をふみ いれ るこ とを憧 た で しょ う。 しか し,近 頃 のニ ュー

スに より'ます と,上 海 な どの大都市 では ファ ッシ ョンシ ョー さえ も催 された

そ うで,一 時 の話題 となった こ とです。

デザ イ ンにつ いて の研究 もある程度 進 め られて います。 デザ イ ン ・工芸関

係 の雑誌 とい えば,六 十年代 にた だ「装飾」とい う一種類 しかなかった よ うな
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状況 に対 して,今 発行 されてい るデザ イ ン専 門誌 は 「実用美術」,「 装飾」,

「中国包 装」 ,「 時 装」,「 家具 と生活」 など,私 の聞 いた ところによれば,

十 種 類 もあるそ うです。 これ らの雑誌 の大部 分 はまだ資料的 なもの にす ぎな

いの です が,ア ール ・ヌーボーの ポス ター か ら今 日の システ ムキ ッチ ンまで,

外 国 のデザ イ ンの作例 も数 多 く掲 載 され たのは非常 に興味深 いこ とだ と思 い

ます。 もとは建 築 とデザ イ ンの領 域 において も,「 思想性」 と 「民族伝 統」

をあ ま りに も強調 しす ぎだ ったので,中 国 では長 い間近代 デザ イ ンの理念 と

その成果 を無 視 されたのは事実 でナ 魁 近 年 になって,そ の研究 も徐 々にお

こなわれ るよ うにな りま した。 またモ ダ ンアー トとモ ダ ンデザ インを区分 し

て対処 す る傾 向 が一般 にみ られ る。つ ま り,「 抽象芸術 」 に対 して激 しい批

判 をつ づけ る研究者 も現代芸術 家 が 「実 用工芸美術」(デ ザ インの こ と)と

建 築 に大 きな貢献 をとげた とい うこ とを認 め,中 国の現代化 の ために その成

果 を とりいれよ うと主張 して いるのです。

当然,中 国 は まだ工業発展 途上 の国です か ら,一 般 の研 究者 のデザ イ ンに

対 す る理 解 は依 然 と して応 用美術 の範囲 を越 えて いない し,実 際 の需要 か ら

外 国の経験 を学 びとろ うと して も,近 代合理 主義 の造形 を単 に一時 的 な流行,

あ るいは芸術 家の感興 から生 じた 「美術様式」 とみ な されて しま う傾向 が強

く,手 工 業段 階 か ら近代 工業へ転 換す る時 にでて きた美学上 の問題 はまだ明

確 な意識 をもって解決 しょ うとい う努 力 もみ られませ ん。 しかし,中 国では

「千里 の旅 も一歩 から始 ま る」 とよ くい われるよ うに,そ の解 決 はい かに時

間 を費 やす として も,今 日の著 しい発展 をみ れば,期 待 し得 るこ とだ と信 じ

ます。
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(海外短信)

南 京 芸 術 学 院 訪 問

平 田 自 一

1983年9月28日 よ り10月14日 ま で中国 を旅 行 す る機 会 を得 た。 目的 のひ と

つ に現代 の中 国のデザ イ ン状況 の視察 が あった。 これが南京芸術 学院 の訪 問

によって,そ のデザ イ ン教育 の一端 を瞥 見 し得 ることになった。

南京 芸術学院 は上海美術専科 学校 ・蘇 州美術専科 学校 ・山東大学芸術系 の

三者 が合併 し1952年 に成立 したもので ある。 内容 は美術系(中 国画 ・油 画 ・

版 画),工 芸美術 系(装 濃 美術 設計 ・染 織美術設 計 ・工芸絵 画 ・織綉 工芸 ・

工 芸彫刻)に 分 れ る。また音楽系 が あっ てこ こでは音声 ・民族 器楽 ・管弦 楽 ・

鋼 琴 ・音楽創 作の各専 攻 があ る。学部 四年制 に加 えて大学 院二年制 が あ り,

二 年以内 の研修 生制度 がある。 現在の教職員 数470名 。学 生数379名 で あ る

とい う。敷地 内 に建 っ ている教場棟 はかな り多 いよ うに見受 け られた が,そ

の わ りに学生数 の少 いの は意外 で あった。 入試 の競 争率 は百倍 に近 いとい う

か ら,学 生は選 り抜 きのエ リー トで あろ う。入試実技科 目は写生 ・平面構 成

と自由制 作の三本 立 て。 自由制 作 は全 く自由で平 面立体 を間は ないとい う。

さて 目的 とす るデザ イ ンの専 攻 は,工 芸 美術系 の中の装横美術 設計 が これ

に当 る。装漬 とい う聞 き慣 れ ない名称 は そ もそ も表具 の意味 で,漢 英辞 典 に

もtodyetomountscrollsな ど と出て い るが,こ れが内容 的 に発展 して 日

本 でい うデザ イ ンの意味 を持 ちだ した もの らしい。 これか らも想像 され るよ

うに,ど ちらかとい えば平 面的 な グラフ ィックを主体 とす る科 業 が主体 とな

るよ うで,事 実 デザ イ ン専攻 は平 面 と立体 に分 れる ものの,学 生 は平 面 に進

む もの が多 く,立 体 は少 いとの ことで あった。立体 は工業デザ イ ンの こ とで

あ るが,家 電 の機 器や車輌 の デザ イ ンはほ とん ど見 当 らなかった。 ただパ ッ
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ケージデザインは,段 ボール函から各種商品の化粧函類が多 く,む しろ現在

の時点 においてはこれらが立体デザインと呼び得 られる分野の仕事ではない

・ かと想像 される。緑色ガラスのビールびんに各種のラベルを貼 ったものも見

受けられた。 しかしびんそのもののデザインは行わず,も っぱらラベルをデ

ザ インしたものであるとい う。室内装備 に関するインテリアの専攻は未 だな

い。教員や挙生の作品で実用化可能のものは即実現されるということを別の

時 に聞いたことがあるが,パ ッケージのデザインで印刷 されたゲラ刷 りが見

当ったのはすなわちその証據 ともいえるよ うである。 これらの作品はすべて

学校の作品展示室に額入 りで陳列 されているから,学 生の水準 を知 るのには

極めて便利である。同時に教員の作品,院 生の作品も別室 に陳列 されており,

時にはそれに値札までついていた。展示室の一隅でわれわれデザ イン関係の

者と一問一答 して下 さったのは同学院美術研究所の黄午生先生である。黄先

生はこの10月4日 に正式オープンした中国隨一の超高層ホテル 「金陵飯店」

の36階,回 転展望室の曲面壁画 を制作 した人でまだ30台 であろう。たまたま

われわれはこのホテル初めての日本人賓客として宿泊する光栄 に浴 した。同

時にこの壁画 を目近 にすることとなったが,中 間調の色調 を用いて七夕の故

事などを華麗 に構成 してある。質疑 の時間あまりにも短 かく後半はほとんど

京都市立芸大デザイン科の説明に取 られた。中国の人々にとって現代 日本の

デザ イン事情は非常に興味 あるものであったよ うである。 その中での相互の

共通点などは言外の意 あい通ずるとい う趣 きがあり今後の交流 が望 まれる。

中国の近代化 にはデザインの分野がとりわけ必要であろう。街頭で見 かける

各種の広告看板,百 貨店内の各種商品群,ま た日常使用 されている民衆の 日

用雑器類,こ れらの中には現代 日本のデザ インの原点的 なものが散見される。

中国が日本のデザインをひとつの指標 としているとす るならば,わ れわれも

また現代デザインの反省として中国の現状 をしっかり見つめる必要 があろう。
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